
 

○設計部門 

平成 30 年 5 月に港湾の施設の技術上の基準・同解説が改訂され、防波堤や防潮堤の耐津波設計の

考え方など新たな設計の考え方が導入されました。また、令和６年４月に部分改訂された気候変動へ

の適応に関する知見も踏まえ、九州管内の港湾施設・海岸保全施設及び空港施設（護岸等）の設計に

ついて、最新の設計手法を取り入れながら進めています。 
 
①港湾施設の設計 

□名瀬港（本港地区）では、奄美大島の島民の生活を支えるフェリー航路が利用する岸壁におい

て、老朽化対策とあわせて耐震強化岸壁としての機能も付加した設計を行います。 
 （※）位置図は次頁参照 

 

 

 
名瀬港（本港地区） 

 
 

②海岸保全施設の設計 

□下関港海岸では高潮・高波被害に対応して、海岸防護機能の強化を目的とした護岸や水門等の

設計を行います。 

 

下関港海岸 

 



 

□指宿港海岸では砂浜の侵食・高潮被害に対応して、面的防護方式による整備を進めており、 

突堤等の設計を行います。 

 

 

 

□九州最大のコンビナートを背後に有する大分港海岸（乙津・鶴崎地区）では高潮・高波被害に

対応して、護岸改良の設計を行います。 

 

 

 

③空港施設（護岸等）の設計 

□北九州空港では、近年の擾乱を考慮した設計波に対する越波対策として既設護岸に対する改良

設計を行います。 
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